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ル モ デル に おける乱流統計量の 鉛直分布
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1 ．は じめ に

　都市接地層に お け る 乱流過程の 把握は ，局地気象

モ デ ル 改善 の み な らず，都市大気諸問題 の 解決に 不

可欠 で あ る，本研究 で は 屋外都 市 ス ケ
ー

ル モ デ ル に

お い て 乱流統計量 の 鉛直 プ ロ フ ァ イ ル を測定 し た．

今 回基本的 な乱流統計 量を安 定度 別 に 整理 した ，そ

の 中で実都市で の 観測値 との 相似性に っ い て 検討を

行 っ た．

2 ．観測概要

　 日本工業大学 （埼玉 県宮代 町） の 敷地 内に設 立 し

た 準 実 ス ケ
ー

ル モ デ ル 都 市 （略 称 COSMO ，

comprehensive 　outdoor 　scale 　model 　expe 血 ient 　for　urban

cl  ate）に お い て ， 複数台の 超音波風 速計を用 い た

乱流 の 同期 計測 を行 っ た （サ ン プ リン グ周期 50Hz ）．

モ デ ル 都市 で は 100m × 50　m の コ ン ク リ
ー

ト平板上

に，
一

辺 1．5m の 立方体 コ ン ク リ
ー

トブ ロ ッ ク を建蔽

率 025 とな る よ うに 整 列 配 置 され て い る （図一1）．

　超 音波風速計 を鉛直方 向 に 5 台 並 べ （高度 4H，

3H ，
2H

，
15H

，
　H ；H は建物 高 さ），それ ぞれ風速 3 成

分 （u ，
v

，
w ） と温度 （T ）を測定 し，時 間平均乱流

統計量 を算出 し た，平均 化時間 は 30 分 と し た ．

3 ．乱流統計量 の 実都市観測 との 比較

　図
一3（a）， （b）は摩擦速度 の 高度 変化を示す ，摩擦速

度は平均 風 速で 無次元 化 し，高度は （a）粗度長、（b）建

物 高 さで 無次元化 して ある．実線 は都 市 で の 観測結

果 よ り導か れ た もの で あ る （Roth　2000 ）．図 よ り，本

観測値 は 実都市 の 値 に非常に 近 い こ とが分か る ．

　次に図
一3（c）， （d）の U と W の ス ペ ク トル ピーク 周

波数 の 高度変化 を見 て み る，周波 数は 平均風速 と測

定 高度で 無次元化 され て い る，本 サイ トで の 観 測結

果 と実都市の 値を 比 べ る と，U の 周波数 ピーク は若

干小 さめ に，W は 大 き め の 値 と な っ た．さらに テ イ

ラ
ー

の 凍結仮説 を仮定 し，平均風 速を用 い て ス ペ ク

トル の 卓越波長 を 見 て み る．図一3 （c），（0 は卓越波長

を建物高 さで 無 次 元 化 し た 値 を示 す ．図 よ り，U ス

ペ ク トル の 車越波長は 実都 市に 比 べ て 1〜2 オ ーダ

ー
大 きい ，既往 の 研究 によ り U の 卓越波長 は大気境

界層 ス ケール で 決定 され る こ とが知 られ て い る が，

それ を本 モ デル の 建物 ス ケ
ー

ル （実都 市 の 約 1／5）で

除 した た め 実都 市 との 違 い が 出た と考 え られ る ．
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図
一1 屋 外都 市 ス ケ

ー編モ デ ル （COSMO ）
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図
一2　超 音波風 速 計配 置図
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図
一3 各種無次元乱流統計量 の 鉛直分布 （実線は Roth 　2000 ）
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